
令和７年度第３回小金井市図書館協議会 次第 

 

                日時 令和７年１２月１８日（木）午前１０時から 

                場所 図書館別館 

 

１ 第１９期小金井市図書館協議会委員委嘱状伝達式 

 

 

 

２ 議題 

⑴ 協議会会長互選及び職務代理指名について 

 

 

 

 ⑵ 小金井市図書館協議会について 

 

 

 

 ⑶ 令和７年度視察について 

 

 

 

 ⑷ 子ども読書活動推進計画状況について 
 

 

 

 

⑸ その他 

 

 

 

 

２ 配布資料 

資料１ 小金井市図書館協議会条例 

資料２ 第１９期小金井市図書館協議会委員名簿 

資料３ 意見シート 

資料４ 令和６年度第４次小金井市子ども読書活動推進計画進捗状況 
 



・公民館だより 11 月号 

・とうきょうの地域教育№１１５ 

・新春市民のつどい 
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○小金井市図書館協議会条例 

平成元年３月４日条例第３号 

改正 

平成17年３月２日条例第７号 

平成23年９月22日条例第16号 

小金井市図書館協議会条例 

（設置） 

第１条 小金井市立図書館（以下「図書館」という。）の適正な運営を図るため、図書館法（昭和

25年法律第118号）第14条の規定に基づき、小金井市図書館協議会（以下「協議会」という。）を

置く。 

（所掌事項） 

第２条 協議会は、図書館の運営に関し小金井市立図書館長（以下「館長」という。）の諮問に応

じる。 

２ 協議会は、図書館の行う図書館奉仕について館長に対して意見を述べることができる。 

（組織） 

第３条 協議会は、次の各号に掲げる者で、小金井市教育委員会（以下「教育委員会」という。）

が委嘱する委員10人以内をもつて組織する。 

(１) 市内に設置された学校が推薦した学校の代表者 １人以内 

(２) 市内の社会教育関係団体が推薦した団体の代表者 １人以内 

(３) 社会教育委員 １人以内 

(４) 家庭教育の向上に資する活動を行う者 １人以内 

(５) 学識経験者 ３人以内 

(６) 市民 ３人以内 

２ 前項第６号の委員は、公募によるものとする。 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、原則として連続して３期を超えては

ならない。 

２ 委員に欠員を生じた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会長） 

資料１ 
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第５条 協議会に会長を置く。 

２ 会長は、委員の互選によつて定める。 

３ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

４ 会長に事故あるときは、あらかじめ会長の指名する委員が、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 協議会は、会長が招集する。 

２ 協議会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 会議の議長は、会長が務める。 

４ 協議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。 

（庶務） 

第７条 協議会の庶務は、図書館において処理する。 

（委任） 

第８条 この条例の施行について必要な事項は、教育委員会が定める。 

付 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成元年４月１日から施行する。 

（特別職の給与に関する条例の一部改正） 

２ 特別職の給与に関する条例（昭和31年条例第22号）の一部を次のように改正する。 

別表第３中 

「 社会教育委員 日額 7,600円」 

を 

「 社会教育委員 日額 7,600円 

図書館協議会 会長 日額 8,400円 

 委員 日額 7,600円」 

に改める。 

付 則（平成17年３月２日条例第７号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成17年４月１日から施行する。 

（経過措置） 
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２ 改正後の第３条の規定は、平成17年11月１日以降に委嘱する委員の組織から適用する。この場

合において、改正後の第４条第１項の規定は、この条例の施行の際現に委員に委嘱されている者

の平成13年11月１日以降の任期についても通算して適用する。 

付 則（平成23年９月22日条例第16号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成23年11月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による改正後の小金井市図書館協議会条例の規定は、この条例の施行の日以後に委嘱

する委員の組織から適用する。 

（準備行為） 

３ 前項に規定する委嘱に必要な準備行為は、この条例の施行前においても行うことができる。 



氏　　名 所 属 ・ 推 薦 団 体 等 委員歴 摘　　　要

公募市民 新期
６号委員
市民公募

武井
たけい

　ヨシ 公募市民 新期
６号委員
市民公募

任期 自：令和７年１１月  １日

　至：令和９年１０月３１日

小金井市図書館協議会委員候補者名簿（第１９期）

３期

３期

２期

二宮
にのみや

　良太
りょうた

公募市民

伊東
いとう

　哲
さとる

東京学芸大学

新期

５号委員
学識経験者

６号委員
市民公募

近松
ちかまつ

　淳美
あつみ

林
はやし

　聖子
せいこ

亜細亜大学

大串
おおぐし

　夏
なつ

身
み

昭和女子大学名誉教授
５号委員
学識経験者

５号委員
学識経験者

八木
やぎ

　英
ひで

登
と

小金井市立小中学校PTA連合会 新規

新規伊丹
いたみ

　文男
ふみお

小金井市社会教育委員の会議
３号委員
社会教育委員

４号委員
家庭教育の向上に資する
活動を行う者

１期

新規本橋
もとはし

　綾
あや

小金井市子供会育成連合

清水
しみず

　裕
ひろ

径
みち 小金井市立小中学校長会

（第二中学校校長）

２号委員
社会教育関係団体の
代表者

１号委員
学校の代表者

資料２



 

小金井市図書館協議会 意見シート 

 
傍聴の方は、会議中は一切発言が出来ませんので、予めご了承下さい。 
ご意見等がありましたら、ご自由にお書き下さい。 

 
                                      
 
                                      
 
                                      
 
                                      
 
                                      
 
                                      
 
                                      
 
                                      
 
                                      
 
                                      
 
                                      
 
ご記入者の方に当てはまるものに○印をお願いいたします。 
（複数当てはまる方はすべてに○印をお願いいたします。） 

市内 （ 在住 ・ 在学 ・ 在勤 ） ・ それ以外 
 
ご意見ありがとうございました。 

資料３ 



第４次小金井市子ども読書活動推進計画　進捗状況

No 施策項目 事業目標 所管部署 令和３年度事業実績回答 令和４年度事業実績回答 令和５年度事業実績回答 令和６年度事業実績回答 事業実績
自己評価 評価の理由 及び　令和７年度以降の方向性、課題等

第３章

1

⑴　家庭に
おける読書
環境の充
実に向けた
支援

０歳児から２歳児
と保護者向けおは
なし会の実施

読み聞かせや絵本を媒体としたコ
ミュニケーションの大切さを啓発す
るために、０歳児から２歳児と保護
者向けのおはなし会を継続的に実
施します。

図書館
０歳児から２歳児と保護者向け
おはなし会の回数
→４回

０歳児から２歳児と保護者向け
おはなし会の回数
→１０回

０歳児から２歳児と保護者向けお
はなし会の回数
→１５回

０歳児から２歳児と保護者向けお
はなし会の回数
→１８回

A

　令和６年度については、年度当初に予定していた実施日に
加え、本館で実施日数を追加した。また、令和７年度以降の定
期的なおはなし会の開催を見据え、時間や方法等を見直し、
新たな実施方法を試行した。
　今後も引き続き内容の充実を図りながら、０歳児から２歳児
までの幼児と保護者向けのおはなし会を継続的に実施する。

2

⑵地域に
おける図書
に関わる活
動の充実
に向けた支
援

地域文庫やサー
クルなどへの支援
の充実

地域でおはなし会などの図書に関
わる活動に携わっている地域文庫
やサークルなどの方々の活動を支
援するため、団体貸出のサービス
を実施します。

 図書館

おはなし会を実施しているボラン
ティア団体の団体貸出の利用団
体数
→１０団体
おはなし会を実施しているボラン
ティア団体の資料の貸出冊数
→１４４ 冊

おはなし会を実施しているボラン
ティア団体の団体貸出の利用数
→１３団体
おはなし会を実施しているボラン
ティア団体の資料の貸出冊数
→２５２冊

おはなし会を実施しているボラン
ティア団体の団体貸出の利用数
→１２団体
おはなし会を実施しているボラン
ティア団体の資料の貸出冊数
→１８６冊

おはなし会を実施しているボラン
ティア団体の団体貸出の利用数
→５団体
おはなし会を実施しているボラン
ティア団体の資料の貸出冊数
→１１６冊

Ｂ

　令和６年度については、おはなし会を実施しているサポー
ターが減少し、貸し出し冊数が減少に転じた。
後継者不足等の要因が散見されるところであるが、今後も引き
続き、地域でおはなし会などの図書に関わる活動に携わって
いる地域文庫やサークルなどの方々の活動を支援し、団体貸
出のサービスを継続する。

※「小金井市立図書館基本計画」にてボランティアの名称をサ
ポーターと変更することが明記されているため、令和４年度か
ら「おはなし会サポーター」という文言を使用する。

3
成長に合わせた
図書の提供

子どもの成長に合わせた蔵書構成
を保つため、図書購入費を維持ま
たは必要に応じて増額し、魅力あ
る選書及び図書の購入を行いま
す。

 図書館
児童書の購入冊数
→６，９９５冊

児童書の購入冊数
→８，５５４冊

児童書の購入冊数
→７，９０７冊

児童書の購入冊数
→６，８０８冊

Ｂ

　令和６年度は、市立中学校に在籍する全生徒へ電子図書利
用ＩＤを付与を行い、中学生の電子書籍利用の促進を図るた
め、電子書籍及び電子書籍読み放題パックの購入を増やし
た。このため、実物の資料の購入冊数が前年度と比較して若
干、減少しているが、引き続き実物資料の購入冊数と電子書
籍の購入冊数のバランスをとりながら、魅力ある図書を選書・
購入し子どもの成長に合わせた蔵書構成に努めていく。

4 展示図書の充実

季節の行事だけでなく工夫を凝ら
したテーマ展示を行い、様々な図
書を手に取ってもらえるように努め
ます。

 図書館
テーマ展示の実施回数
→（実施回数）１３５回

テーマ展示の実施回数
→（実施回数）１５２回

テーマ展示の実施回数
→（実施回数）１３８回

テーマ展示の実施回数
→（実施回数）１３６回

A

　令和６年度も、季節ごとのテーマ展示のほか、ミニ展示、庁
内他課や市立小中学校との連携事業にあわせた展示、追悼
展示等を行い、様々な図書の紹介を行った。
　今後も引き続き 、季節の行事や工夫を凝らしたテーマ展示を
行いながら来館者に様々な興味を誘引できる図書を紹介し、
多くの資料を手に取ってもらえるよう努めていく。

5
⑴読書環
境の充実

コーナーの充実

図書館への親しみを感じてもらい、
利用の拡充を図るため、児童書架
及び乳幼児コーナー、ＹＡコーナー
の装飾や書架の見直しを行いま
す。

 図書館

児童書架などの装飾の実施館
数
→（実施館）５館
　児童書架などの書架の見直し
実施館数
→（実施館）２館

児童書架などの装飾の実施館
数
→（実施館）５館
　児童書架などの書架の見直し
実施館数
→（実施館）３館

児童書架などの装飾の実施館数
→（実施館）５館
　児童書架などの書架の見直し実
施館数
→（実施館）２館

児童書架などの装飾の実施館数
→（実施館）５館
　児童書架などの書架の見直し実
施館数
→（実施館）１館

Ｂ

　令和６年度については、全館で、乳幼児コーナーや壁面等
に、季節に合わせた装飾物を展示した。また、本館では書架修
繕及び修繕に伴う書架移動などを行い、さらに誰もが利用しや
すいよう児童書架の見直しを行った。
　次年度以降も、補助金や交付金の活用等を行いながら、児
童書架等の配置換えや乳幼児コーナー、ＹＡコーナーの展示
方法等を見直し、親しみやすい空間の拡充に努めていく。

6
３歳から小学校低
学年向けおはなし
会の充実

図書や物語の世界に親しんでもら
い、図書館へ来館する習慣づけと
なるよう、３歳児から小学校低学年
向けに定期的なおはなし会を実施
する。

 図書館
３歳児から小学校低学年向けお
はなし会の実施回数
→６２回

３歳児から小学校低学年向けお
はなし会の実施回数
→１０９回

３歳児から小学校低学年向けおは
なし会の実施回数
→１０８回

３歳児から小学校低学年向けおは
なし会の実施回数
→１０１回

A

　前年度に続き、各回予定どおり実施することができた。本館
での実施に際して、昨年度から参加者同士の密集を避ける等
の理由から椅子での着座から、敷物を敷いた上に靴を脱いで
座ってもらい親子が一緒に参加することが可能となった。な
お、緑分室では従前同様、Web会議アプリを使用した「オンライ
ンでスペシャルおはなし会」を開催した。
　今後も引き続き、図書館への親近感を養い、読書の楽しみを
届けるきっかけとして３歳児から小学校低学年向けに定期的
なおはなし会を実施する。

※【事業実績自己評価】欄における評価基準について
　Ａ　計画どおりにできた
　Ｂ　概ね計画どおりにできた（事業目標をある程度達成したが、今後の改善、検討を要する）
　Ｃ　できなかった

取組

家
庭
・
地
域
の
取
組

1

⑴読書環
境の充実

2

図
書
館
の
取
組

資料４
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No 施策項目 事業目標 所管部署 令和３年度事業実績回答 令和４年度事業実績回答 令和５年度事業実績回答 令和６年度事業実績回答 事業実績
自己評価 評価の理由 及び　令和７年度以降の方向性、課題等取組

7
継続的なイベント
の実施

読書の機会や図書館への来館の
きっかけづくりとなるよう、様々な世
代に向けたイベントや講座を継続
して実施する。

 図書館

乳幼児、小学生、中学生、YA世
代など様々な世代に向けたイベ
ントや講座の実施回数
→５２回

様々な世代に向けたイベントや
講座の実施回数
→９１回

様々な世代に向けたイベントや講
座の実施回数
→７６回

様々な世代に向けたイベントや講
座の実施回数
→８１回

A

令和６年度についても、工作会やおたのしみ会のほか、小・中
学生の一日図書館員のほか、中学生及び高校生、大学生の
職場体験学習等の受入や子どもと読書に関する講座等を行っ
た。
今後も引き続き、実施方法や定員等の見直しを行いながら、
様々な世代に向けたイベントや講座を継続して実施する。

※「様々な世代に向けたイベントや講座」には、まちたんけん
等の他団体が主催するイベントにおいて、図書館が受入れを
行ったものを含む。

8
子どもの図書館運
営への参加

図書館がよりお気に入りの空間と
なるよう、ＹＡサポーターの活動な
どによって図書館の運営に携わっ
てもらいます。

 図書館

ＹＡサポーターの活動（貫井北分
室のきたまちＹＡひろばの実施回
数と参加人数)
→（実施回数）４回、
　 （参加人数）１１人

ＹＡサポーターの活動（貫井北分
室のきたまちＹＡひろばの実施回
数と参加人数)
→（実施回数）５回、
　 （参加人数）１６人

ＹＡサポーターの活動（貫井北分室
のきたまちＹＡひろばの実施回数と
参加人数)
→（実施回数）５回、
　 （参加人数）２２人

ＹＡサポーターの活動（貫井北分室
のきたまちＹＡひろばの実施回数と
参加人数)
→（実施回数）４回、
　 （参加人数）２１人

A

　小学校高学年から２５歳程度までのYAサポーター同士の交
流や、テーマごとに、おすすめの本を持ち寄り、紹介しあうなど
の活動を行った。
　引き続き、図書館がよりお気に入りの空間となるよう、ＹＡサ
ポーターの活動などによって図書館の運営に携わってもらう。

9
配慮が必要な子
どもへのサービス
の充実

外国語を母語とする子どもや、特
別な支援を必要とする子どもの豊
かな読書活動の支援のため、外国
語絵本や点字絵本などの図書を選
定するとともに、必要な体制につい
て検討します。

 図書館

点字絵本やＬＬブック（やさしく読
みやすい本）などハンディキャッ
プのある子ども向けの図書の購
入冊数
→１３冊
外国語絵本など外国語を母語と
する子ども向けの図書の購入冊
数
→７８冊

点字絵本やＬＬブック（やさしく読
みやすい本）などハンディキャッ
プのある子ども向けの図書の購
入冊数
→１０冊
外国語絵本など外国語を母語と
する子ども向けの図書の購入冊
数
→８９冊

点字絵本やＬＬブック（やさしく読み
やすい本）などハンディキャップの
ある子ども向けの図書の購入冊数
→３冊
外国語絵本など外国語を母語とす
る子ども向けの図書の購入冊数
→９６冊

点字絵本やＬＬブック（やさしく読み
やすい本）などハンディキャップの
ある子ども向けの図書の購入冊数
→１０冊
外国語絵本など外国語を母語とす
る子ども向けの図書の購入冊数
→５９冊

Ｂ

　令和６年度についても、LLブック等の特別な支援を必要とす
る子ども向けの図書の追加購入を行った。外国語図書につい
ては、英語図書を４５冊購入し、本館では中国語図書を１４冊
購入した。
　今後も、日本語を母語としないこどもや、特別な支援を必要と
するこどもの豊かな読書活動を支援するとともに、多文化共生
の視点から外国語絵本等の蔵書の充実に努め、他団体等の
事例を参考に必要な体制等について検討する。

10
市立学校などへ
の団体貸出の充
実

各学級で読書の機会を身近に感
じ、また、授業で必要とする図書の
提供を支援するため、団体貸出
パックなどの資料をそろえるととも
に、より利用しやすい貸出や配本
のシステムを研究します。

 図書館

学級文庫貸出の貸出冊数
→１５，０６７冊
調べ学習貸出の貸出冊数
→７５３冊

学級文庫貸出の貸出冊数
→１７，８６３冊
調べ学習貸出の貸出冊数
→１，１４３冊

学級文庫貸出の貸出冊数
→１６，７１８冊
調べ学習貸出の貸出冊数
→１，０８７冊

学級文庫貸出の貸出冊数
→１６，８７６冊
調べ学習貸出の貸出冊数
→１，０５１冊

Ａ

　令和６年度についても、図書館ホームページ等における市立
小学校への団体貸出パックの周知に努め、１年生から５年生
用パックを新たに作成し、各小学校への利用希望への対応や
パック利用の拡充等のきめ細かい対応に努めた。また、学級
文庫貸出とあわせて調べ学習貸出を周知したことで、調べ学
習貸出の貸出冊数の増加を図ることができた。
　さらに、市教育研究会小中合同図書館部との意見交換や市
立小中学校図書室司書との交流会を開催し、調べ学習の希望
資料や学級文庫の団体貸出などについて意見交換を行った。
　今後も引き続き、団体貸出パックなどの資料をそろえるととも
に、インターネットを活用しながらより利用しやすい貸出や配本
を研究する。

11
幼稚園、保育園な
どへの絵本などの
貸出

幼稚園、保育園などの子どもと関
わりのある諸機関に、絵本や紙芝
居などを貸出し、子どもたちがより
良い図書に触れられる機会が増え
るように努めます。

 図書館

読み聞かせ絵本リストの配布部
数
→４００部
子どもと関わりのある諸機関へ
の団体貸出の冊数
→２，９３６冊

読み聞かせ絵本リストの配布部
数
→１，５００部
子どもと関わりのある諸機関へ
の団体貸出の冊数
→２，５９０冊

読み聞かせ絵本リストの配布部数
→１，５００部
子どもと関わりのある諸機関への
団体貸出の冊数
→３，７４５冊

読み聞かせ絵本リストの配布部数
→１，５００部
子どもと関わりのある諸機関への
団体貸出の冊数
→３，５５３冊

A

　令和６年度は、「読み聞かせ絵本リスト」について、子どもの
成長段階に合わせた本選びの参考となるよう、乳幼児向けリ
ストの改訂、小学校中学年向けリストを作成し、発行したほ
か、こども家庭センターの３～４か月児健康診査受診者に配布
しているブックスタートパックに同封した。また、幼稚園、保育
園などの子どもと関わりのある諸機関に、団体貸出を実施し
た。
　引き続き、幼稚園、保育園などの子どもと関わりのある諸機
関に、絵本や紙芝居などを貸出し、子どもたちがより良い図書
に触れ読書を楽しむ機会が増えるように努めていく。

※令和６年４月１日に「こども家庭センター」が開設されたこと
に伴い、令和６年度からブックスタート事業の担当課を「こども
家庭センター」に変更している。

12
学校及び関係施
設への訪問の実
施

図書や図書館職員に親しみを持っ
てもらうため、学校や小金井市児
童発達支援センター「きらり」など
の施設への訪問による読み聞か
せやブックトークを実施します。

 図書館

小学校１年生向けの学校訪問の
実施回数
→９校３７回
小金井市児童発達支援センター
「きらり」などの施設への訪問
→０回

小学校１年生向けの学校訪問の
実施回数
→９校３４回
小金井市児童発達支援センター
「きらり」などの施設への訪問
→１回

小学校１年生向けの学校訪問の実
施回数
→９校３３回
小金井市児童発達支援センター
「きらり」などの施設への訪問
→０回

小学校１年生向けの学校訪問の実
施回数
→９校３３回
小金井市児童発達支援センター
「きらり」などの施設への訪問
→０回

A

　令和６年度も、前年度に引き続き、市立小学校１年生のクラ
スごとに学校訪問を実施した。
　今後は、市内の学校や小金井市児童発達支援センター「きら
り」などの福祉施設への訪問の他、読み聞かせやブックトーク
などについて拡充を検討していきたい。

13
図書館見学・職場
体験の受入れ

図書館をより身近に感じてもらうた
め、図書館見学や職場体験の受入
れを行っていることを周知し、受入
れの体制を整えます。

 図書館

図書館見学及び職場体験の受
け入れ回数
→１２回

図書館見学及び職場体験の受
け入れ回数
→３０回

図書館見学及び職場体験の受け
入れ回数
→２１回

図書館見学及び職場体験の受け
入れ回数
→１５回

Ｂ

　令和６年度については、図書委員会の図書館見学、希望の
あった学校について地域資料作成に係る授業の受け入れなど
を行ったほか、本館及び分室で中学校２年生の職場体験の受
け入れを行った。
　今後は、引き続き地域と協力・連携しながら、図書館見学や
職場体験の受入れを行っていることについて周知を図り、円滑
な受入れの体制の整備を図る。

⑵　読書活
動の支援

2
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設との連携
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14
⑶　学校及
び関係施
設との連携

関係各課との情
報共有

学校及び関係施設との関係を密に
し、子どもの読書活動の推進につ
いて連携を行うため、交流会など
の場を設け、情報共有を図ります。

 図書館
情報の交換や共有の場としての
交流会の開催回数
→１回

情報の交換や共有の場としての
交流会の開催回数
→２回

情報の交換や共有の場としての交
流会の開催回数
→２回

情報の交換や共有の場としての交
流会の開催回数
→２回

A

　令和６年度も、市教育研究会小中合同図書館部との交流会
の書面審議、市立小中学校図書室司書との交流会を開催し
た。図書館の児童行事取組を報告したほか、図書館からと市
教育研究会小中合同図書館部及び市立小中学校図書室司書
からの質問を取りまとめ、相互に回答した。
　また、市立小中学校図書室司書との交流会では、議題を踏
まえたグループワークを行い、市立図書館と学校図書室で連
携してみたい取組や連携するための課題について意見交換を
した。
今後も引き続き、要望を踏まえて交流会などの場を設け、情報
共有を図る。

15
地域ボランティア
団体との協働

講習会等を行い、ボランティア団体
相互の交流をはかり、ボランティア
団体の活動支援を行うとともに、図
書館においてボランティア団体によ
るおはなし会を実施することで、図
書館とボランティア団体が協働して
子どもたちが図書に触れる機会の
充実に努めます。

 図書館

ボランティア団体への講習会等
の実施回数
→２回
ボランティア団体によるおはなし
会の実施回数
→２９回

ボランティア団体への講習会等
の実施回数
→２回
ボランティア団体によるおはなし
会の実施回数
→５６回

ボランティア団体への講習会等の
実施回数
→２回
ボランティア団体によるおはなし会
の実施回数
→５７回

ボランティア団体への講習会等の
実施回数
→２回
ボランティア団体によるおはなし会
の実施回数
→６４回

Ａ

　令和６年度は、本館、貫井北分室で、おはなし会サポーター
向け講座を実施し、サポーターによる「おはなし会」を６４回実
施することができた。
　今後も引き続き、図書館とサポーターが協働して特に乳・幼
児期のこどもたちが図書に触れる機会の充実に努めていく。

16
図書館資料の再
活用

図書館の除籍図書や寄贈図書を
有効活用し、市内の保育園及び幼
稚園、学校、地域ボランティアにリ
サイクル図書を提供します。

 図書館

市内の保育園及び幼稚園、学
校、地域ボランティアなどへの児
童書のリサイクル図書配布冊数
→１，１３８冊

市内の保育園及び幼稚園、学
校、地域ボランティアなどへの児
童書のリサイクル図書配布冊数
→１，２８５冊

市内の保育園及び幼稚園、学校、
地域ボランティアなどへの児童書
のリサイクル図書配布冊数
→１，７２１冊

市内の保育園及び幼稚園、学校、
地域ボランティアなどへの児童書
のリサイクル図書配布冊数
→１，５９８冊

Ｂ

　令和６年度については、本館から市内の保育園や幼稚園並
びに学校、地域ボランティアなどへ児童書のリサイクル図書の
配布通知を送付し、選定したリサイクル図書１，５９８冊を配布
した。
今後も、引き続き市内の保育園及び幼稚園、学校、地域ボラ
ンティア等の団体に児童書のリサイクルを周知するとともに、
資源の有効利用に努めていく。

17
読書をする機会の
工夫と充実

図書に親しむ習慣や読書時間の
確保を行い、小学生・中学生が図
書に
触れて読書の楽しさを実感する機
会の充実を目指します。

指導室

始業前などを活用した読書時間
を実施している校数
→１２校
読書週間・読書旬間を実施した
校数
→１３校

始業前などを活用した読書時間
を実施している校数
→１４校
読書週間・読書旬間を実施した
校数
→１３校

始業前などを活用した読書時間を
実施している校数
→１４校
読書週間・読書旬間を実施した校
数
→１４校

始業前などを活用した読書時間を
実施している校数
→１４校
読書週間・読書旬間を実施した校
数
→１４校

A

始業前だけでなく中休みや昼休みを活用した読書時間の設
定、読書週間など読書に親しむための期間の設定など、各校
が実情に応じて工夫して実施しているためA評価とした。今後
も各校の取組を共有する機会を設け、読書をする機会の充実
を図る。

18
読書活動推進計
画の整備

年間指導計画に位置づけ、前年度
の取組に対する課題を改善した読
書
活動推進計画を作成することによ
り、充実した読書活動ができるよう
に
します。

指導室

読書活動推進計画を策定してい
る校数
→１４校
読書活動推進計画を改善した校
数
→１４校

読書活動推進計画を策定してい
る校数
→１４校
読書活動推進計画を改善した校
数
→１４校

読書活動推進計画を策定している
校数
→１４校
読書活動推進計画を改善した校数
→１４校

読書活動推進計画を策定している
校数
→１４校
読書活動推進計画を改善した校数
→１４校

A
全校、教育課程に読書活動の充実に関する計画を位置付けて
おり、改善を図っているため、A評価とした。今後も教育課程へ
の位置付けを継続し、読書活動の充実を図る。

19 地域との連携

ブックトークや読み聞かせ、図書整
理や図書修理などのボランティア
活動に、地域の人材の協力を得る
よう働きかけます。

指導室

小学校での地域ボランティアに
よるブックトークや読み聞かせを
実施している校数
→７校
学校図書館の図書整理業務や
図書修理業務への地域ボラン
ティアを活用している校数
→９校

小学校での地域ボランティアに
よるブックトークや読み聞かせを
実施している校数
→７校
学校図書館の図書整理業務や
図書修理業務への地域ボラン
ティアを活用している校数
→９校

小学校での地域ボランティアによる
ブックトークや読み聞かせを実施し
ている校数
→７校
学校図書館の図書整理業務や図
書修理業務への地域ボランティア
を活用している校数
→９校

小学校での地域ボランティアによる
ブックトークや読み聞かせを実施し
ている校数
→９校
学校図書館の図書整理業務や図
書修理業務への地域ボランティア
を活用している校数
→１０校

A
各校工夫しながらボランティアを活用しているため、A評価とし
た。今後、より各校の実情に応じたボランティアの導入を検討
していきたい。

20
各学校図書館の
整備

蔵書の充実を図るとともに、配架
の工夫や推薦図書コーナーの設置
などを行います。また、学校関係者
との情報交換を行い、蔵書の充実
を図ります。

学務
課・指
導室

学校図書館の図書資料の充実
（学校図書館の図書資料の決算
額、購入冊数）
→（決算額）7,812,850円
　　（購入冊数）4,299冊

推薦図書コーナーなどの展示や
装飾の充実（推薦図書コーナー
設置校数）
→１４校

学校図書館の図書資料の充実
（学校図書館の図書資料の予算
額、決算額、購入冊数）
→（予算額）8,417,000円
　　（決算額）8,510,053円
　　（購入冊数）4,490冊

推薦図書コーナーなどの展示や
装飾の充実（推薦図書コーナー
設置校数）
→１４校

学校図書館の図書資料の充実（学
校図書館の図書資料の予算額、決
算額、購入冊数）
→（予算額）8,584,000円
　　（決算額）8,579,350円
　　（購入冊数）2,039冊

推薦図書コーナーなどの展示や装
飾の充実（推薦図書コーナー設置
校数）
→１４校

学校図書館の図書資料の充実（学
校図書館の図書資料の予算額、決
算額、購入冊数）
→（予算額）8,602,000円
　　（決算額）8,707,579円
　　（購入冊数）4,663冊

推薦図書コーナーなどの展示や装
飾の充実（推薦図書コーナー設置
校数）
→　　校

A
市内外の各種団体からの図書充実に対する協力もあり、寄贈
図書などで図書資料の充実が図られた。

学
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・
学
校
図
書
館
の
取
組
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21
学校図書館支援
員の配置

学校図書館支援員の配置を拡充
し、学校図書館が円滑に運営でき
るように努めます。

指導室

学校図書館支援員の配置日数
→　小学校９校　週３日
　　　中学校５校　週２日

学校図書館支援員と教諭の連
携による子ども読書活動支援
（学校図書館支援員と教諭の担
当者会の開催回数）
→０回

学校図書館支援員の配置日数
→　小学校９校　週３日
　　　中学校５校　週２日

学校図書館支援員と教諭の連
携による子ども読書活動支援
（学校図書館支援員と教諭の担
当者会の開催回数）
→０回

学校図書館支援員の配置日数
→　小学校９校　週３日
　　　中学校９校　週２日

学校図書館支援員と教諭の連携に
よる子ども読書活動支援（学校図
書館支援員と教諭の担当者会の
開催回数）
→０回

学校図書館支援員の配置日数
→　 小学校９校　週３日
　　　中学校５校　週２日

学校図書館支援員と教諭の連携に
よる子ども読書活動支援（学校図
書館支援員と教諭の担当者会の
開催回数）
→０回

A

図書担当の教員だけでなく、図書委員や学校図書館支援員を
活用するなど、各校の実情に応じて工夫して装飾等を行い、学
校図書館の環境整備を図っているため、A評価とした。今後も
各校の取組を共有する機会を設け、環境整備の充実を図る。

22
図書に触れるきっ
かけ作り

公民館の主催講座の中で講座に
関連する図書の紹介を積極的に行
います。

公民館
公民館主催講座で講座関連図
書紹介の実施回数
→２４回

公民館主催講座で講座関連図
書紹介の実施回数
→６１回

公民館主催講座で講座関連図書
紹介の実施回数
→８３回

公民館主催講座で講座関連図書
紹介の実施回数
→70回

A
今後も講座の内容・目的に合わせ、講座関連図書を紹介して
いく。

23 図書館との連携
公民館と図書館とが互いに連携・
協力し、読書活動推進に向けた各
種事業を実施します。

公民館
公民館と図書館の連携事業の
実施回数
→９回

公民館と図書館の連携事業の
実施回数
→１４回

公民館と図書館の連携事業の実
施回数
→１７回

公民館と図書館の連携事業の実
施回数
→17回

A
図書館を併設している分館（東・緑・貫井北）において、公民
館・図書館連携事業を実施しており、今後も継続して実施して
いく。

24 情報提供の拡充
読書活動の関連記事の掲載や掲
示板などで広報を行い、読書活動
推進の啓発活動を行います。

公民館
読書活動に関連する広報の実
施回数
→２回

読書活動に関連する広報の実
施回数
→４回

読書活動に関連する広報の実施
回数
→４回

読書活動に関連する広報の実施
回数
→4回

A
読書週間、読書推薦文コンクールポスター等を掲示した。今後
も図書館と連携し関連記事の掲載やポスターによる情報提供
を実施する。

25
図書に触れるきっ
かけ作り

放課後子ども教室において、ボラ
ンティアなどの協力を得ながら読み
聞かせなどを実施し、子どもの読
書活動を推進します。

生涯学
習課

放課後子ども教室で読み聞かせ
などの実施回数
→１１回

放課後子ども教室で読み聞かせ
などの実施回数
→１５回

放課後子ども教室で読み聞かせな
どの実施回数
→２６回

放課後子ども教室で読み聞かせな
どの実施回数
→　　回

A
読み聞かせの数が増えており、子どもの本との関りを多く持つ
ことができた。今後も、同様に本とのかかわりを持つ機会を
作っていく。

26
読書活動団体へ
の支援

読書活動を行っている団体などへ
の支援を行います。

生涯学
習課

読書活動実施団体などの社会
教育関係団体への支援の実施
回数
→２回

読書活動実施団体などの社会
教育関係団体への支援の実施
回数
→５回

読書活動実施団体などの社会教
育関係団体への支援の実施回数
→１１回

読書活動実施団体などの社会教
育関係団体への支援の実施回数
→　4　回

A
子ども向けのおはなし会を定期的に行っている社会教育関係
団体があり、その事業を教育委員会として後援している。その
ほかにも後援している事業があった。

27 図書の充実
各園の図書の増冊を検討していき
ます。

保育課
図書コーナーの充実（公立保育
園の購入冊数）
→２３９冊

図書コーナーの充実（公立保育
園の購入冊数）
→２８０冊

図書コーナーの充実（公立保育園
の購入冊数）
→２１５冊

図書コーナーの充実（公立保育園
の購入冊数）
→２１１冊

A
全園において在庫状況を鑑みながら絵本を購入することがで
き、絵本の充実が図れた。

28 読書環境の整備
子どもが読書に関心を持てるよう、
年齢や季節に応じた図書の配置を
行うなどの環境整備に努めます。

保育課

園児の興味を引くようなコーナー
の飾りつけや展示を実施した公
立保育園の園数
→５園

園児の興味を引くようなコーナー
の飾りつけや展示を実施した公
立保育園の園数
→５園

園児の興味を引くようなコーナーの
飾りつけや展示を実施した公立保
育園の園数
→５園

園児の興味を引くようなコーナーの
飾りつけや展示を実施した公立保
育園の園数
→５園

A
全園において絵本の紹介コーナーを設けるなど、絵本に親し
みの持てる環境づくりができた。

29
読書による親子の
コミュニケーション
の推奨

園だより、クラスだより、保護者懇
親会などを通じて、家庭における
親子読書を推奨します。

保育課

各種たより、懇親会にておすす
め本などを紹介した公立保育園
の園数
→５園

各種たより、懇親会にておすす
め本などを紹介した公立保育園
の園数
→５園

各種たより、懇親会にておすすめ
本などを紹介した公立保育園の園
数
→５園

各種たより、懇親会にておすすめ
本などを紹介した公立保育園の園
数
→５園

A
懇談会で保護者に本を紹介したり、クラスだより等で季節の絵
本を紹介したり、保育室に絵本を展示するなど、家庭での読書
を推奨する取り組みを行った。

30
図書の積極的な
利用

絵本、物語を取り入れた保育活動
を推奨していきます。

保育課

大型絵本での読み聞かせなど園
児の興味を引く保育の実施（公
立保育園の大型絵本の所蔵冊
数）
→１６冊

大型絵本での読み聞かせなど園
児の興味を引く保育の実施（公
立保育園の大型絵本の所蔵冊
数）
→２０冊

大型絵本での読み聞かせなど園児
の興味を引く保育の実施（公立保
育園の大型絵本の所蔵冊数）
→２３冊

大型絵本での読み聞かせなど園児
の興味を引く保育の実施（公立保
育園の大型絵本の所蔵冊数）
→１９冊

A

園に大型絵本を所蔵していない園においても、近隣の図書館
から大型絵本を借り子ども達と一緒に読んだり、日々の保育
中やお誕生日会などでの読み聞かせを行うなど、本に親しむ
機会を設けている。
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⑴　公民館

⑵　生涯学
習課
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No 施策項目 事業目標 所管部署 令和３年度事業実績回答 令和４年度事業実績回答 令和５年度事業実績回答 令和６年度事業実績回答 事業実績
自己評価 評価の理由 及び　令和７年度以降の方向性、課題等取組

31 絵本の貸出
絵本の貸出を行い、家庭で図書に
触れる機会が増えるように努めま
す。

保育課
絵本貸出サービスの充実（公立
保育園の絵本の貸出回数）
→０回

絵本貸出サービスの充実（公立
保育園の絵本の貸出回数）
→８８０回

絵本貸出サービスの充実（公立保
育園の絵本の貸出回数）
→４，２６６回

絵本貸出サービスの充実（公立保
育園の絵本の貸出回数）
→６，９５６回

A
一部の園において、保護者への貸し出しが活発に「行われて
おり、今後は全園に波及していきたいと考えている。

32
地域団体との連
携

児童館において、紙芝居や読み聞
かせを、地域の関係団体と連携し
て行っていきます。

児童青
少年課

ボランティア団体によるおはなし
会の実施回数
→２２回

ボランティア団体によるおはなし
会の実施回数
→２４回

ボランティア団体によるおはなし会
の実施回数
→２５回

ボランティア団体によるおはなし会
の実施回数
→25回

A
昨年度と同様に実施することができた。
今後も読み聞かせ等の図書に触れる機会の充実に努めてい
く。

33 読書環境の整備

各館、各所の読書活動の実態に合
わせた図書コーナーの整備を図り
ます。

児童青
少年課

児童の興味を引くようなコーナー
の蔵書見直しを行った施設数
→１４施設

児童の興味を引くようなコーナー
の蔵書見直しを行った施設数
→１４施設

児童の興味を引くようなコーナーの
蔵書見直しを行った施設数
→１４施設

児童の興味を引くようなコーナーの
蔵書見直しを行った施設数
→14施設

A
引き続き、蔵書の見直しを行い児童の興味を引く内容や時事
や流行しているテーマを読むことのできるよう整えていく。

34 読書環境の整備 図書コーナーの整備を図ります。
子育て
支援課

子どもの年齢・季節を考慮した
絵本の配置（親子あそびひろば
の蔵書冊数）
→７１３冊

子どもの年齢・季節を考慮した
絵本の配置（親子あそびひろば
の蔵書冊数）
→７１５冊

子どもの年齢・季節を考慮した絵
本の配置（親子あそびひろばの蔵
書冊数）
→７３７冊

子どもの年齢・季節を考慮した絵
本の配置（親子あそびひろばの蔵
書冊数）
→　７５１冊

A

　０～２歳児向けの絵本を充実させた。また、古くなった絵本を
新しく購入し、入れ替えた。
　令和７年度は、図書コーナーの絵本を季節に応じて入れ替
え、親子が手に取りやすい配置を心がけていきたい。

35
読書による親子の
コミュニケーション
の推奨

親子読書、読み聞かせの場の提
供と絵本の紹介を行います。

子育て
支援課

年代に合わせた親子読書、読み
聞かせにふさわしい絵本の紹介
（親子あそびひろばで実施した
絵本や紙芝居の読み聞かせ事
業の実施回数）
→２５回３８７人

年代に合わせた親子読書、読み
聞かせにふさわしい絵本の紹介
（親子あそびひろばで実施した
絵本や紙芝居の読み聞かせ事
業の実施回数）
→２７回５９４人

年代に合わせた親子読書、読み聞
かせにふさわしい絵本の紹介（親
子あそびひろばで実施した絵本や
紙芝居の読み聞かせ事業の実施
回数）
→３６回７２５人

年代に合わせた親子読書、読み聞
かせにふさわしい絵本の紹介（親
子あそびひろばで実施した絵本や
紙芝居の読み聞かせ事業の実施
回数）
→　３９回９４３人

A
　感染防止対策の緩和に伴い実施回数が増え、参加人数も増
加した。また、英語絵本の読み聞かせも行った。
　引き続き、活動を継続させていただきたい。

36
⑷　保健セ
ンター（健
康課）

読書による親子の
コミュニケーション
の推奨

３～４か月児健診の場で、読み聞
かせを行い、絵本をプレゼントする
ブックスタート事業を通して、読書
による親子のコミュニケーションの
充実を図ります。

健康課
→こど
も家庭
セン
ター

（令和
５年度
進捗状
況よ
り）

月齢に合わせた読み聞かせの
実施（ブックスタート事業での読
み聞かせ実施回数）
→０回
ブックスタート事業の幅広い周知
回数
→０回

月齢に合わせた読み聞かせの
実施（ブックスタート事業での読
み聞かせ実施回数）
→０回
ブックスタート事業の幅広い周知
回数
→０回

月齢に合わせた読み聞かせの実
施（ブックスタート事業での読み聞
かせ実施回数）
→０回
ブックスタート事業の幅広い周知回
数
→０回

月齢に合わせた読み聞かせの実
施（ブックスタート事業での読み聞
かせ実施回数）
→８６０回
ブックスタート事業の幅広い周知回
数
→８６０回

A

コロナウイルス感染拡大防止対策のため、活動を休止してい
たが、令和６年度は当初から予定通り実施できた。受診者へ
の絵本進呈率は１００％であった。令和６年度から、第１子、２
子、３子で別々の絵本を進呈できるよう、絵本の種類を増やし
た。令和７年度以降も引き続き、読書による親子のコミュニ
ケーションの充実を図って行く。

37

⑸　障害者
福祉セン
ター、児童
発達支援
センター
（自立生活
支援課）

図書に親しむ機会
の提供

閲覧用図書の整備や、読み聞か
せにより図書に親しむ機会の提供
を図ります。

自立生
活支援

課

興味を持ちやすい本の充実（き
らりの児童書の蔵書冊数）
→　４１４冊
子どもの様子に応じた読み聞か
せの実施（きらりと図書館の連携
回数）
→　０回

利用者の特性に応じた本の充実
（きらりの児童書の蔵書冊数）
→６４５冊
発達段階に応じた読み聞かせの
実施（きらりと図書館の連携回
数）
→１回

利用者の特性に応じた本の充実
（きらりの児童書の蔵書冊数）
→５４６冊
発達段階に応じた読み聞かせの実
施（きらりと図書館の連携回数）
→０回

利用者の特性に応じた本の充実
（きらりの児童書の蔵書冊数）
→５２５冊
発達段階に応じた読み聞かせの実
施（きらりと図書館の連携回数）
→０回

B

子どもたちの興味や発達に合わせて様々な図書に触れられる
よう、随時蔵書を入れ替えたり、図書館の貸し出しを利用して
いる。本や絵本だけでなく、大型絵本や紙芝居の読み聞かせ
機会も多い。
図書への興味を広げる機会として、以前行っていた図書館と
の連携事業である「読み聞かせ」を実施できるとよい。

38
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⑴　図書館
からの情報
発信

ブックリストの作
成

乳児向け推薦図書や、おはなし会
で読んだ絵本をまとめたリストを作
成し、子ども・保護者に読んでもら
いたい図書についての情報を発信
します。

 図書館

「読み聞かせ絵本リスト」の配布
期間
→令和３年４月２３日（金）～令
和４年３月３１日（木）
「赤ちゃん向け絵本リスト」の配
布期間
→令和３年４月１日（木）～令和
４年３月３１日（木）

「読み聞かせ絵本リスト」の配布
期間
→令和４年４月２３日～令和５年
３月３１日
「赤ちゃん向け絵本リスト」の配
布期間
→令和４年４月１日～令和５年３
月３１日

「読み聞かせ絵本リスト」の配布期
間
→令和５年４月２３日～令和６年３
月３１日
「赤ちゃん向け絵本リスト」の配布
期間
→令和５年４月１日～令和６年３月
３１日

「読み聞かせ絵本リスト」の配布期
間
→令和６年４月２３日～令和７年３
月３１日
「赤ちゃん向け絵本リスト」の配布
期間
→令和６年４月１日～令和７年３月
３１日

Ａ

　市内の図書館全館で、毎年４月２３日の「子ども読書の日」に
あわせて小学校中学年向けの「おすすめ本リスト」を配布した
ほか、年間を通じて「赤ちゃん向け絵本リスト」を配布してい
る。
引き続き、こどもや保護者等に読んでもらいたい図書について
の情報発信に努め、読書機会の拡充に努めていく。

※令和５年度は、リストの内容を踏まえて、「読み聞かせ絵本
リスト」の名称を「おすすめ本リスト」と変更した。
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館、学童保
育所（児童
青少年課）

子
ど
も
と
関
わ
り
の
あ
る
諸
機
関
の
取
組

5

⑶　子ども
家庭支援
センター
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39
子ども向け地域資
料の作成

小学生の児童が小金井市につい
て調べる際の資料が不足している
ため、子ども向け地域資料を作成
し、地域の調べ学習に活用しま
す。

 図書館

「小金井わくわくたんていだん」
の作成シリーズ数
→１巻

「小金井わくわくたんていだん」
の作成シリーズ数
→１巻

「小金井わくわくたんていだん」の
作成シリーズ数
→１巻

「小金井わくわくたんていだん」の
作成シリーズ数
→１巻

Ａ

　小金井市立図書館では、小学校３年生以上を対象にこども
向け地域資料「小金井わくわくたんていだん」を作成している。
令和６年度は、「小金井の駅と鉄道」をテーマに作成し、これま
でに６刷の資料を作成した。
　今後も引き続き、地域の調べ学習に資するとともに、こどもた
ちにとって親しみやすいテーマを設定するなど、地域資料をよ
り一層充実できるよう工夫・改善を図る。

40
インターネット・
SNSの活用

図書館ホームページやTwitterを活
用し、おはなし会や講座などの情
報を広く発信し、必要としている保
護者・子どもに届くよう更なる広報
活動に努めます。また、おはなし会
や講座などの実施に関して、イン
ターネット活用の研究をします。

 図書館

図書館ホームページ（子どもの
ページ・YAのページ）を利用した
情報発信の実施（図書館行事の
ＨＰ更新回数）
→１３１回
図書館Twitterを利用した情報発
信の実施（図書館Twitterの情報
発信回数）
→１２２回

図書館ホームページ（子どもの
ページ・YAのページ）を利用した
情報発信の実施（図書館行事の
ＨＰ更新回数）
→１５５回
図書館Twitterを利用した情報発
信の実施（図書館Twitterの情報
発信回数）
→１６８回

図書館ホームページ（子どもの
ページ・YAのページ）を利用した情
報発信の実施（図書館行事のＨＰ
更新回数）
→１５５回
図書館Twitterを利用した情報発信
の実施（図書館Twitterの情報発信
回数）
→１４９回

図書館ホームページ（子どもの
ページ・YAのページ）を利用した情
報発信の実施（図書館行事のＨＰ
更新回数）
→１４５回
図書館Twitterを利用した情報発信
の実施（図書館Twitterの情報発信
回数）
→２６８回

Ａ

　令和６年度においては、おはなし会などの児童行事やテーマ
展示のお知らせ等を図書館ホームページやX（旧Twitter）での
周知に努めた。この結果、各図書館行事終了後に行う参加者
向けアンケートでは、図書館ホームページやX（旧Twitter）を見
て行事について知ったとの回答が多くあり、プッシュ型サービ
スの有用性が検証された。
　また、本館では、前年度に引き続き児童行事のLoGoフォー
ムによる受付実施のほか、図書館行事の広報の一環としてX
（旧Twitter）にて写真や動画を掲載し申込促進を図り、緑分室
では、月１回のペースでWeb会議アプリを使用した「オンライン
でスペシャルおはなし会」開催などを行った。このほか、貫井北
分室では、児童行事等のオンライン開催を進めている。
　今後も、引き続き様々な周知方法を模索し、おはなし会や講
座などの情報の積極的な発信に努め、即時性かつ広範性を重
視しつつ多くの保護者やこども達に有益な情報が届くよう更な
る広報活動に努めていく。

41
読書に関するイベ
ント情報の発信

市立図書館を中心とした読書活動
に関する各種行事の情報を市立小
中学校や書店などの民間企業など
と連携を図りながら普及啓発を図
ります。

 図書館
市立小中学校や書店への図書
館イベントチラシの送付回数
→合計６回

市立小中学校や書店への図書
館イベントチラシの送付回数
→合計１２回

市立小中学校や書店への図書館
イベントチラシの送付回数
→合計１３回

市立小中学校や書店への図書館
イベントチラシの送付回数
→合計１１回

Ｂ

　令和６年度も、貫井北分室で実施した児童対象の図書館イ
ベントチラシの市立小中学校及び市内の高校への送付、市内
のコンビニエンスストアでの図書館イベントチラシの配置の他、
市内の書店へ図書館イベントチラシを送付し配置した。
　今後も引き続き、市立小中学校や書店などの民間企業など
と連携した各種行事の情報周知、普及啓発を図る。

42
YA世代に向けた
情報発信

読書に時間を割くことが難しいYA
世代に図書や読書についての情
報が届けられるよう、定期的に広
報誌を発行します。

 図書館
YA世代向け広報誌の発行(「ＫＩＴ
ＡＭＡＣＨＩユース」の発行回数）
→４回

YA世代向け広報誌の発行(「ＫＩＴ
ＡＭＡＣＨＩユース」の発行回数）
→４回

YA世代向け広報誌の発行(「ＫＩＴＡ
ＭＡＣＨＩユース」の発行回数）
→４回

YA世代向け広報誌の発行(「ＫＩＴＡ
ＭＡＣＨＩユース」の発行回数）
→４回

Ａ

　前年度に続き、YA世代向け広報誌「ＫＩＴＡＭＡＣＨＩユース」を
年４回発行した。
　今後も引き続きYA世代に図書や読書についての情報が届け
られるよう、定期的な広報誌の発行を行っていく。

43
図書館キャラク
ターの活用

図書館に親しみが持てるように図
書館キャラクターを活用します。

 図書館

図書館キャラクターの活用、図
書館ホームページや図書館だよ
りなどを利用したキャラクターの
活用回数
→８８回

図書館キャラクターの活用、図
書館ホームページや図書館だよ
りなどを利用したキャラクターの
活用回数
→１４２回

図書館キャラクターの活用、図書
館ホームページや図書館だよりな
どを利用したキャラクターの活用回
数
→１０８回

図書館キャラクターの活用、図書
館ホームページや図書館だよりな
どを利用したキャラクターの活用回
数
→５１回

Ｂ

　令和６年度については、前年度と比べてキャラクターの活用
回数が減少しており、この要因は、紙面上の都合により児童行
事や館内掲示、装飾等で図書館キャラクターを掲載する回数
が減少したことに加え、図書館ホームページやX（旧Twitter）な
どでは、図書館キャラクターの周知よりも優先すべき情報量が
多くなったことにより活用回数が減ったことによるものである。
　今後は、図書館キャラクターの認知向上を図りながら、図書
館により一層の親しみをもっていただけるよう市民周知の方法
について工夫し、積極的に図書館キャラクターの活用を推進し
ていく。

44
学校図書館にお
ける広報活動

市立小中学校図書館での活動や
図書に関する情報を児童・生徒に
周知するため、各校で工夫した図
書の紹介活動を行います。

指導室

図書の紹介活動の実施（市立小
中学校図書館での図書の紹介
活動を紹介した回数）
→全校で４回以上実施

図書の紹介活動の実施（市立小
中学校図書館での図書の紹介
活動を紹介した回数）
→全校で４回以上実施

図書の紹介活動の実施（市立小中
学校図書館での図書の紹介活動
を紹介した回数）
→全校で４回以上実施

図書の紹介活動の実施（市立小中
学校図書館での図書の紹介活動
を紹介した回数）
→全校で１３回以上実施

A

図書担当の教員だけでなく、図書委員や学校図書館支援員を
活用するなど、各校の実情に応じて工夫して、図書の紹介活
動を行っているため、A評価とした。今後も各校の取組を共有
する機会を設け、図書の紹介活動の充実を図る。

⑴　保育園
（保育課）
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45
読書感想文コン
クールの実施

読書感想文コンクールを通して、児
童・生徒が読書に親しむ機会をつ
くり、読書の楽しさ、すばらしさを体
験させ、読書に対する意欲の喚起
と読書の習慣化を図るとともに、児
童・生徒が読書後の印象や感動を
文
章で表現することにより、表現力の
伸長を図ることに努めます。

指導室

「読書感想文コンクール」の実施
(「読書感想文コンクール」参加
者数及び表彰者数）
→（参加者）１３７０人
（最優秀・優秀賞表彰者）１５人
（入選）４８人　（佳作）１６５人

「読書感想文コンクール」の実施
(「読書感想文コンクール」参加
者数及び表彰者数）
→（参加者）１０８１人
（最優秀・優秀賞表彰者）１４人
（入選）５４人　（佳作）１７８人

「読書感想文コンクール」の実施
(「読書感想文コンクール」参加者
数及び表彰者数）
→（参加者） １２８１人
（最優秀・優秀賞表彰者）１４人
（入選）５３人　（佳作）２１３人

「読書感想文コンクール」の実施
(「読書感想文コンクール」参加者
数及び表彰者数）
→（参加者）　１，１００人
（最優秀・優秀賞表彰者）　１６人
（入選）　５０人　（佳作）　１６０人

A
読書感想文コンクール参加者数及び表彰者数については、一
定程度の人数を維持しているため、Ａ評価とした。引き続き、
読書感想文コンクール参加を積極的に募集する。

第４章

46

⑴　各学校
における読
書活動を通
したオリン
ピック・パラ
リンピック
教育の推
進

オリンピック・パラ
リンピックに関連
した読書活動

各学校図書館に、オリンピック・パ
ラリンピックの歴史や日本の伝統・
文化、国際理解教育、障がいに対
する理解を深める図書などの充実
を図ります。

指導室

学校図書館でのオリンピック・パ
ラリンピック関連テーマ展示の実
施校数
→７校

学校図書館でのオリンピック・パ
ラリンピック関連テーマ展示の実
施校数
→７校

学校図書館でのオリンピック・パラ
リンピック関連テーマ展示の実施
校数
→７校

学校図書館でのオリンピック・パラ
リンピック関連テーマ展示の実施
校数
→７校

A

オリンピック・パラリンピックに関連した図書は各校に多数ある
が、特別な展示コーナーを設置した学校は半数程度だったた
め、B評価とした。東京オリンピック・パラリンピックは閉幕した
ため展示コーナーの設置は難しいかもしれないが、各校の取
組を共有する機会を設け、日本の伝統・文化、国際理解、障が
い理解などのオリンピック・パラリンピック教育に関連した図書
の紹介活動の充実を図る。

47
⑵　図書館
の取組

オリンピック・パラ
リンピック関連資
料の紹介

子どもにもわかりやすいオリンピッ
ク・パラリンピックの歴史、過去の
開催状況などを著した学習・参考
図書の充実を目指します。

 図書館

オリンピック・パラリンピック関連テーマ展
示又はスポーツ関連テーマ展示の実施日
と実施回数
→（実施日）【本館】（YA）令和3年6月29日
（火）～令和3年8月29日（日）（児童）令和
3年7月20日（火）～令和3年8月31日（火）
（一般）令和3年8月3日（火）～令和3年8
月31日（火）、令和4年3月8日（火）～令和
4年3月22日（火）【東分室】（YA）令和3年7
月1日（木）～令和3年9月30日（木）【緑分
室】（一般）令和3年7月1日（木）～令和3
年7月15日（木）（児童）令和3年9月22日
（水）～令和3年11月22日（月）【貫井北分
室】（一般）令和3年6月30日（水）～令和3
年9月5日（日）（一般）令和3年7月22日
（木）～令和3年7月27日（火）（児童）令和
3年7月22日（木）～令和3年8月31日（火）
【西之台】（児童）令和3年7月9日（金）～
令和3年8月31日（火）
（実施回数）１１回

オリンピック・パラリンピック関連
テーマ展示又はスポーツ関連
テーマ展示の実施日と実施回数
→（実施日）【本館】（YA）令和4
年9月27日（火）～令和4年11月6
日（日）
（実施回数）１回

オリンピック・パラリンピック関連
テーマ展示又はスポーツ関連テー
マ展示の実施日と実施回数
→（実施日）なし
（実施回数）０回

オリンピック・パラリンピック関連
テーマ展示又はスポーツ関連テー
マ展示の実施日と実施回数
→（実施日）【本館】（児童）令和6年
7月23日～令和6年9月1日
【貫井北分室】）令和6年7月17日～
令和6年9月10日
（実施回数）　２回

Ｂ

　前年度に引き続きオリンピック・パラリンピックに関する学習・
参考図書を購入したものの、テーマ展示の実施回数が減少し
たことからＢ評価とした。
　今後は、こどもたちにもわかりやすいオリンピック・パラリン
ピックの歴史、過去の開催状況や活躍を果たした選手を著した
学習・参考図書の充実を目指す。

⑵　各学校
からの情報
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